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企業がテレワーク等、在宅勤務を行う従業員に

対し、金銭を支給した場合の給与課税関係につ

いて、国税庁 HP にて FAQ の公表がありました。

通常、在宅勤務手当は給与課税の対象となりま

すが、在宅勤務に要した経費の実費相当額とし

て支給される金銭については、給与課税の対象

とならないとされています。その他 FAQ 内では、

通信費や電気料金の実費相当額の計算方法、事

務用品等の物品を支給した場合の課税関係など

の記載がありますので、在宅勤務手当を非課税

にしたい、とお考えの方はこの FAQ をご覧にな

る事をお勧めします。
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【会社に飾る絵画は経費で処理できる？】 

「会社に飾るため地元の作家の絵画を購入しようと考えています。

絵画は経費として処理してよいのでしょうか」という質問がありま

した。事業などの業務のために用いられ

る資産で、建物や備品など時間の経過に

よってその価値が減っていく資産を減 

価償却資産といいます。絵画や彫刻など

の美術品が減価償却資産に該当するか 

に関して、２０１５年以後に取得するも

のから新しい取り扱いが適用されています。それ以前は１点 20 万

円（絵画は号当たり２万円）以上かどうかなどで判定されていまし

たが、実態と照らし合わせて改正後は１点 100 万円未満である美術

品は原則として減価償却資産に該当し、100 万円以上のものについ

ては非減価償却資産として取り扱います。ただし、金額に関係なく

時間の経過により価値が減少することが明らかなものは減価償却

資産として、逆に価値が減少しないことが明らかなものは非減価償

却資産として取り扱われるため注意が必要です。倉庫などに保管さ

れている絵画などでも維持管理がされており、いつでも展示できる

場合は減価償却資産の対象となります。また「何年で償却するか」

という法定耐用年数は、金属製の彫刻などは 15 年、それ以外の彫

刻や絵画、陶磁器などは８年です。ちなみに絵画の場合、額縁の費

用についてもその絵画の一部として取得価額に含められます。 



新しい夢や課題が見え

て成長できる月です。

未知の分野でも積極的

に挑戦することで実績

につながるでしょう。

ますます意欲が増して

活動的になるチャンス

月です。何事も焦らず

じっくり取り組んでい

けばさらに吉運ＵＰ！

予想外の出来事に見舞

われやすい月です。し

かし、ゆとりを持って

行動すれば何事もなく

解決できる運勢です。

運気が活気づくため自

分を見る周囲の目も変

わっていく運勢です。

周囲との調和をはかり

堅実に進めましょう。

今月の商売のヒント：【シンプルなごちそう】 

優れた経営者の中には、ひそかに茶道の心得のある人が少なくないと聞きます。400 年以上も続く究極のおも

てなしの心として世界にも知られている茶道。その本質は、亭主（主催する人）が一期一会の精神で正客を 

おもてなしすることです。茶道の世界観に経営者としての道を求めるのは、ごく 

自然なことかもしれません。茶道の創始者ともいえる千利休が説いた茶道の在り 

方に「利休七則」があります。 

一則、茶は服のよきように点（た）て（相手の状況や気持ちを考えながら心を込 

めて茶を点て） 二則、炭は湯のわくように置き（的確に誠実に準備を行い） 

三則、夏は涼しく冬は暖かに（相手が心地良いと感じるようにもてなし） 

四則、花は野にあるように（本質を見極め） 五則、刻限は早めに（心にゆとりを持ち） 六則、降らずとも

雨の用意（万全に備え） 七則、相客に心せよ（お互いを尊重しあう） 

つまり利休七則とは人をもてなすときの心得です。今さらと思った人もいるでしょ 

うか。まさにそんな逸話があります。ある日、弟子が茶の湯の極意を求めてきたの 

で、千利休はこの七則で答えたそうです。すると弟子は「それくらいのことなら私 

もよく知っています」と言ったそうですが、それに対して千利休は「七則ができる 

なら、私はあなたの弟子になりましょう」と返したそうです。日本人は古来より 

「和の心」を大切にしてきました。けれど「相手のため」や「尊重しあう」といったことは、ただ自分を相手

に合わせていればいいというものではありません。例えば、炊きたての白いご飯、おみそ汁、お漬け物の組み

合わせはシンプルにしてある意味、最高のごちそうです。とはいえ、この３つを全て混ぜてしまったら、それ

ぞれの味も組み合わせのバランスも台無しです。ご飯はお茶わんに、おみそ汁はおわんに、お漬け物は小鉢に

入れて、それぞれの器がひとつのお膳に収まってこその「ごちそう」です。大上段に構えなくても、身の回り

に今すぐできる小さなことはありませんか。商売は「シンプルなごちそう」でありたいものですね。

クトの参加は現在 200 店を超えています。その書店で御書印帳を手に 200 円でお願いす

ると、オリジナル印を含む３つの印が押され、日付と書店が選んだ本の一節が記載され

ます。全国の各書店の個性あふれるスタンプと１フレーズを集めるのも楽しいですが、

訪れた書店で手にした本との偶然の出会い。時短で便利な通販では得られない喜びです。

神社や寺ではなく書店を訪問する「御書印めぐり」が静かなブー

ムです。３月に始まった「書店と人を結ぶ」御書印プロジェ 

今月の商売のヒント：【この世は一冊の美しい書物である】 

冬の寒さがピークを過ぎれば「春眠暁を覚えず」のフレーズが口をついて出る季節がやってきます。それにし

ても、春にむさぼる惰眠の気持ち良いこと。「あと５分、あと３分だけ」と惰眠をむさぼるのは、ささやか 

にしてぜいたくな瞬間ですね。ところで最近では「スローライフ」や「ロハス」 

が再び注目されるようになりました。健康や地球環境を意識したロハスというラ 

イフスタイルが、日本でブームになったのは 15年ほど前。昨年から世界中を騒が

せている出来事は、無駄を省いて便利に効率よく生きることが良しとされてきた 

風潮に一石を投じたように感じます。転じて商売の面で考えてみると、効率重視 

でやってきた会社は、今までのやり方が通用しない場面が増えているのではない 

でしょうか。労力や手間を喜びや満足に変えるエネルギーが枯れてしまうと、一

事が万事で仕事も味気なくなり、いざという時の踏ん張りも効きづらくなるものです。ダメージの度合いは

業種業態にもよりますが、変化やチャレンジをいとわず柔軟に行動し続けている会社は、このピンチをチャ

ンスに変えているようにも思います。例えば歩くスピードを緩めると、道端に咲 

いている名もない花の美しさに目が留まり、早春の日差しのやわらかさを肌で感 

じます。心の速度はスローダウンさせ、時には立ち止まってあたりを見渡し、け 

れどいざ行動するときは素早く動く。このようなメリハリが、これからの不確か 

な時代を乗りこなしていく商売の在り方ではないかと思うのです。「この世は一 

冊の美しい書物である。しかしそれを読めない人間にとっては何の役にも立たな 

い」これはゴルドーニュの言葉です。学ぼうという気持ちがあれば、起こる出来 

事すべてから多くを学べるという教えはその通りでしょう。その意味で、この世は一冊の美しい書物だとい

えます。あとは、それを読みこなそうとする、どんな困難にも屈しない強い気持ちがあるかどうか。春眠をむ

さぼりつつ、よく目を凝らしながら世の中の流れをしっかり見ていきたいものです。 


